
▼
２
０
２
６
年
２

月
、
ア
メ
リ
カ
と

イ
ス
ラ
エ
ル
が
イ

ラ
ン
に
対
し
て
大

規
模
な
軍
事
攻
撃

を
開
始
し
た
◆
そ

も
そ
も
の
目
的
は
、
イ
ラ
ン

の
核
開
発
の
阻
止
と
い
う
大

義
の
下
に
行
わ
れ
た
は
ず

が
、
各
国
の
エ
ゴ
が
む
き
出

し
に
な
り
、事
態
の
長
期
化
・

複
雑
化
を
招
き
、
ま
さ
に
泥

沼
化
の
様
相
を
呈
し
て
出
口

の
見
え
な
い
状
況
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
◆
日
本
の
み
な
ら

ず
全
世
界
へ
の
影
響
は
計
り

知
れ
ず
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の

封
鎖
に
伴
っ
て
起
こ
っ
た
原

油
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
供
給
へ
の
不

安
や
物
流
の
混
乱
は
、
ガ
ソ

リ
ン
や
電
力
、
医
療
品
、
建

築
資
材
、
農
業
な
ど
既
に
私

た
ち
の
日
常
生
活
に
影
響
が

出
て
き
て
い
る
◆
た
だ
で
さ

え
物
価
高
で
苦
し
い
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
中
、

追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に

更
に
値
段
が
上
が
る
、
製
品

が
無
い
な
ど
自
分
た
ち
の
努

力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い

状
況
に
置
か
れ
て
し
ま
っ
た

◆
遠
い
中
東
の
地
で
起
こ
っ

た
出
来
事
だ
が
、
全
世
界
の

誰
し
も
が
無
関
心
で
は
い
ら

れ
な
い
◆
同
時
に
こ
の
戦
争

で
、
多
く
の
人
々
が
被
害
を

受
け
、
尊
い
生
命
が
失
わ
れ

た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
◆
と
に
か
く
、
一
日
も
早

く
事
態
が
収
束
し
、
平
和
な

日
々
が
戻
る
こ
と
を
願
っ
て

止
ま
な
い
◆

（
豊
越
分
会
　
河
崎
弘
樹
）

　
組
合
員
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん
、
日

頃
よ
り
様
々
な
組
合
活
動
へ
の
、
ご

理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
、
新
執
行
部

を
代
表
し
て
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
１
年
で
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
方
々
へ
、
お
悔
や
み
申

し
上
げ
ま
す
。

　
東
京
土
建
品
川
支
部
第
69
回
定
期

大
会
が
、
４
月
18
日
、
大
井
町

「
き
ゅ
り
あ
ん
」に
て
、組
合
員
・

来
賓
の
皆
様
の
ご
出
席
の
も
と

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
０
２
６
年
度
は
昭
和
１
０

０
年
、
終
戦
80
年
と
い
う
節
目

を
過
ぎ
た
新
た
な
年
と
な
り
ま

し
た
が
、
世
界
で
は
紛
争
や
対

立
が
続
き
、
円
安
な
ど
に
よ
る
経
済

の
不
安
定
化
が
物
価
高
騰
を
招
き
、

建
設
資
材
を
含
む
生
活
・
仕
事
環
境

は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
地
球
規
模
の
気
象
変
動
に

よ
り
、
国
内
で
は
風
水
害
や
地
震
が

頻
発
し
、
品
川
区
や
八
丈
島
町
で
も

大
き
な
被
害
が
生
じ
、
特
に
昨
年
八

丈
島
を
襲
っ
た
台
風
22
・
23
号
の
被

害
に
際
し
て
は
、
品
川
支
部
か
ら
八

丈
島
分
会
へ
緊
急
支
援
物
資
を
届
け
、

ま
た
、
東
京
土
建
本
・
支
部
か
ら
は

義
援
金
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
こ
こ
に

改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
酷
暑
に
よ
る
水
不
足
や
農
作
物
の

不
作
、
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
に
よ
る
事

故
な
ど
、
社
会
全
体
に
課
題
が
生
じ

宅
助
成
制
度
、町
の
建
設
救
助
隊「
マ

チ
ケ
ン
」
な
ど
、
地
域
と
連
携
し
た

取
り
組
み
も
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

　
品
川
支
部
は
創
立
以
来
、
い
の
ち

と
暮
ら
し
を
守
り
、
建
設
従
事
者
の

処
遇
改
善
と
地
位
向
上
を
目
指
し
、

各
種
保
険
制
度
、
賃
金
・
職
域
確
保
、

安
全
学
習
、
技
能
継
承
、
共
済
、
ア

ス
ベ
ス
ト
問
題
、
福
利
厚
生
な
ど
多

く
の
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
組
合
員
・
ご
家
族
の
皆
様

と
共
に
、
よ
り
良
い
働
く
環
境
づ
く

り
を
目
指
し
、
役
員
・
書
記
局
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　
最
後
に
、
組
合
活
動
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
、
改
め
て
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
４
月
18
日
（
土
）、
品
川

区
立
総
合
区
民
会
館
「
き
ゅ

り
あ
ん
」
に
て
、
第
69
回
定

期
大
会
を
代
議
員
１
０
３

名
・
石
原
環
境
大
臣
を
は
じ

め
、
来
賓
21
名
の
参
加
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
今
大
会
で
は
、
分
散
会

テ
ー
マ
を
「
10
年
後
の
品
川

支
部
を
語
ろ
う
〜
次
世
代
と

共
に
歩
む
組
織
づ
く
り
〜
」

と
し
、
意
見
交
換
を
行
な
い

ま
し
た
。

　
各
分
散
会
で
は
、
10
年
後

の
品
川
支
部
を
踏
ま
え
、

「
も
っ
と
組
合
の
メ
リ
ッ
ト

を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
た
ら
ど

う
か
」「
若
い
人
に
は
、
や

さ
し
く
１
〜
10
ま
で
細
か
く

教
え
る
必
要
が
あ
る
」「
初

め
は
家
族
ぐ
る
み
で
イ
ベ
ン

執
行
委
員
長

　
　 

小
林
紀
久
夫

ト
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
そ

こ
か
ら
つ
な
が
り
続
け
る
こ

と
が
大
切
」
等
の
意
見
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
分
散
会
報
告
後
、
方
針
・

予
算
案
を
採
択
し
、
各
表
彰

式
・
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
確

認
を
行
な
い
、
最
後
に
、
津

田
書
記
長
の
ガ
ン
バ
ロ
ー
三

唱
で
、
大
会
は
無
事
終
了
と

な
り
ま
し
た
。

る
中
、
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
担

う
建
設
業
の
重
要
性
は
一
層
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
賃
金
の
低
さ
、
入
職
者

減
少
、
就
業
者
の
高
齢
化
な
ど
、
建

設
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
物
価
高
騰
に
賃
金
が
追
い
つ
か
ず
、

生
活
が
苦
し
く
な
っ
て
い
る
現
状
も

続
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
組
合
員
・

ご
家
族
の
皆
様
の
ご
奮
闘
、
来
賓
・

関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

第
三
次
改
定
担
い
手
３
法
や
品
川
区

公
契
約
条
例
の
完
全
施
行
な
ど
、
前

進
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
住
宅
ま
つ
り
や
住
宅
相
談
会
、
住

前建

● 品川区　森澤恭子　品川区長
● 東京土建国民健康保険組合
● 東京土建技術研修センター
● 職業能力開発短期大学校
　　　　　　東京建築カレッジ
● あかつき印刷株式会社
● 株式会社きかんし
● こくみん共済コープ
　　　　　　東京推進本部
　　　　　　中南部支所
● 東京土建墨田支部
　　　　　　　他二十一支部
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０
２
６
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新
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い
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新
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員
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さ
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よ
り
良
い
働
く
環
境
づ
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り
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丸
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っ
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よ
り
良
い
働
く
環
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づ
く
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を
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、一
丸
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て

第
６９
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定
期
大
会
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ちゅうなんぶ

　ただ今、春の仲間を増やす月間です。組合
員・家族の皆さんの中で、東京土建に未加入
の、建設業で働くお知り合いの方がおりまし
たら、組合事務所まで情報をお寄せ下さい。

5月１日現在組合員数2,000名

お　知　ら　せ

建 設 な ん ぶ ２０２６年５月１日（１） （昭和�年�月６日
第三種郵便物認可）（毎月１日・１０日

２０　日 発 行）
発 行 所

東 京 土 建 一 般 労 働 組 合
南 部 ブ ロ ッ ク 会 議

品川区戸越５―18―２
☎（３７８３）０４７１

代表者 井 澤 典 一
定価　１部　50円
（購読料は組合費に含まれています）
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「各分会での後継者不足の実情」
●分会内で新しい人が入ってきても、
連絡が届いておらず、分会内でも知
らないことがある。●土建の組織体
制が分かりづらく、参加しづらい。
組織の勉強会に出ても役職が分かり
づらい。●（組合は）拘束時間が長い

というより、回数が多く、仕事との調整がむずかしい。
その他
●土建でけがをした時、親身になって対応してもらった
ので、自分も協力したいと思えた。
●外国人向けに資格を取得させようとした時、土建では
日本語の教本しかないので、他の団体を頼るしかない。

　
３
月
25
日
（
水
）
に
、
古

く
か
ら
全
建
総
連
が
賃
金
統

一
行
動
日
と
位
置
付
け
て
い

る
行
動
を
、
全
都
の
仲
間
で

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
今
年
も
品
川
支
部
会
館
に

集
ま
り
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
と
勉
強

会
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
学
習
で
は
、
昨
年

12
月
12
日
に
完
全
施
行
し
た

「
第
三
次
担
い
手
３
法
」
を

力
に
、全
て
の
仲
間
が
要
求
・

請
求
に
立
ち
上
が
る
「
賃
上

げ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
」
の
提
起
が
あ
り
、
法
改

正
の
周
知
と
、
要
求
・
請
求
・

交
渉
の
呼
び
か
け
を
、
全
て

の
仲
間
に
届
け
る
運
動
を
、

本
日
の
一
斉
賃
金
行
動
を
契

機
に
、
改
め
て
強
化
し
て
い

き
ま
す
。

　
賃
金
調
査
で
は
、
事
業
主

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、

単
価
引
き
上
げ
を
要
求
し
た

と
の
回
答
が
42・３
％
。ま
た
、

賃
金
を
上
げ
た
と
い
う
回
答

は
、30・９
％
で
、前
年
比
４
・

２
％
増
と
な
り
、
仲
間
の
賃

上
げ
機
運
は
確
実
に
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
町
場
で
は
、
お
施
主
さ
ん

に
交
渉
し
に
く
い
と
い
う
声

も
聞
か
れ
ま
す
が
、
施
主
に

直
接
要
求
し
た
割
合
は
32
・

５
％
で
、
全
丁
場
の
平
均
よ

り
10
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て
い

る
も
の
の
、
要
求
し
て
引
き

上
げ
を
勝
ち
取
っ
た
割
合
は
、

65
・
２
％
と
全
丁
場
平
均
を

10
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
ま

す
。

　
町
場
の
お
客
様
の
方
が
、

し
っ
か
り
と
根
拠
を
示
し
て

説
明
す
れ
ば
、
賃
金
・
単
価

の
引
き
上
げ
の
必
要
性
を
理

解
し
て
く
れ
や
す
い
と
言
え

ま
す
。

　
当
初
予
定
し
て
い
た
駅
頭

宣
伝
は
、
雨
天
の
た
め
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
賃
金
引

上
げ
に
仲
間
が
一
致
団
結
し

て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
合
言
葉
は「
チ
ャ
レ・ミ
！
」

　
３
月
25
日
（
水
）
午
後
１

時
30
分
か
ら
、【
全
建
総
連

賃
上
げ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
推
進
！
大
学
習
会
】
と

題
し
た
、
全
国
的
な
学
習
会

が
行
わ
れ
、
品
川
支
部
は
Ｗ

Ｅ
Ｂ
で
の
参
加
で
し
た
。

　
学
習
会
で
は
、
全
建
総
連

賃
金
対
策
部
長
で
あ
る
長
谷

部
さ
ん
か
ら
「
賃
上
げ
チ
ャ

レ
ン
ジ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
取
り

書
記
長

　
　津
田
　光
久

組
み
、
要
求
・
請
求
・
交
渉

運
動
を
進
め
よ
う
」
と
の
話

が
あ
り
、
そ
の
後
、
５
組
合

か
ら
取
り
組
み
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　
午
後
３
時
30
分
か
ら
は
、

引
き
続
き
都
連
決
起
集
会
に

移
行
と
な
り
、
佐
藤
賃
金
対

策
部
長
よ
り
、
基
調
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　
基
調
報
告
で
は
「
全
建
総

連
・
長
谷
部
部
長
か
ら
、
12

月
12
日
に
完
全
施
行
し
た
、

第
三
次
担
い
手
３
法
を
力
に
、

全
て
の
仲
間
が
要
求
・
請
求

に
立
ち
上
が
る【
賃

上
げ
チ
ャ
レ
ン
ジ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
】
の

提
起
が
あ
り
ま
し

た
。
東
京
都
連
と

し
て
も
、
こ
の
提

起
を
全
面
的
に
受

け
止
め
、
法
改
正

の
周
知
と
要
求
・

請
求
・
交
渉
の
呼

び
か
け
を
全
て
の

仲
間
に
届
け
る
運

動
を
、
本
日
の
一
斉
賃
金
行

動
を
契
機
に
、
改
め
て
強
化

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
」
と
の
力
強
い
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　
そ
し
て
「
２
０
２
６
年
を
、

賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
運
動

の
歴
史
的
契
機
と
な
る
１
年

に
す
る
た
め
に
、
一
致
団
結

し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と

話
し
、
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
宣
伝
行
動
を
行

な
う
予
定
で
し
た
が
、
天
候

の
関
係
で
中
止
と
な
り
、
終

了
・
解
散
と
な
り
ま
し
た

【社会保障対策部報告】
　4月15日（水）、八丈町・大賀郷公民館にて、集団健康診断
を組合員・家族164名が受診で実施し、無事に終了しました。
　早いもので、現在の形で集団健診を実施するようになってから、
足かけ10年となり、受診した組合員・家族からは「あっという
間に終わるので、助かる」等の声が聞かれております。
　健康に対する意識の高さもあってか、八丈島分会の特定健診

受診率は、常に60％を超
え、品川支部全分会トッ
プを維持しております。
　今後とも島の組合員・
家族の健康を守り、特定
健診受診率向上の先進分
会として、取り組みを進め
ていきます。

第１分散会第１分散会
「各分会での後継者不足の実情」
●参加すると役員をやらされると思って、また一度役員をやると抜け
られなくなると思われている。●若い人は現場が遠く参加できない。ま
た共働きも多いし、家庭を大事にしている。●企業群が多くなって地元
に住んでいない人が増えた。●企業群の社長の組合に対する考えによ
って、社員情報が若い人に伝わりにくい場合もある。
「変えたいこと」「残したいこと」「新しくやりたいこと」のアイディア
●群会議を「シルバーセンター」でやっているが、若い人に抵抗のな
いファミレス等で行う。●拡大等行動が多いので、集約して減らしていく。
●１０年後はＤＸを利用してリモート会議にしていく。
その他
●保険証（資格確認証）を渡す時が若い人に会うチャンスなので、必
ず顔を見て渡してコミュ
ニケーションをとっていく。
●子育て世代向けの入学
祝い金や、行動すると行
動費が出ることを知らな
い人もいるので、そうい
う情報を必ず伝えていく。

座長・小林紀久夫　書記・小林秀之第３分散会第３分散会
「各分会での後継者不足の実情」
●今の方法では新しい人を集めるのは難しい。●昼間の集まり、行
動は若い現役の人には難しい。●例えば今日の定期大会（土曜日）
は若い現役の人は仕事。他の行動や集まりも平日の昼だと参加す
るのは難しい。
「変えたいこと」「残したいこと」「新しくやりたいこと」のアイディア
●若い人のリストをもらって重点的に回るのが良いのではないか。
今までのやり方ではやらない方がよい。●組合のメリットをアピール
する。例えば自転車保険、自転車に乗っている時だけでなく何かを
壊した、水漏れをおこし
たなどの賠償責任もある
など。●品川の仕事をし
たい。３団体（土建・
南建・ユニオン）に入っ
ている人に仕事を回す
（住宅センター協議会）。

座長・岡﨑　新治　書記・津田　順子

第２分散会第２分散会
「各分会での後継者不足の実情」
●10年後の自分、大半の人が10年後は生きていないと答えた。50代・
60代の人は、健康で仕事をしたいとのこと。●「若い組合員、役員もい
ます」という分会もあり、「まったく変わらない」という分会もありました。
「変えたいこと」「残したいこと」「新しくやりたいこと」のアイディア
●若い組合員は、土建の良いところを利用していない。●若い組合員
は横のつながりがあるので、そこを利用してはどうか。●各分会、企業
群の中から若い人を発掘していく。
「特に良いと思ったことを、3つピックアップしましょう」
●各分会、若い方に積極的に話しかけよう。●土建の良いところを、
伝えよう。●各分会、企業群の中から若い人を発掘していこう。

座長・藤原　延行　書記・中橋英二

第７分散会第７分散会
「各分会での後継者不足の実情」
●土曜日まで仕事。現場が遠く帰りが遅い。●群会議や執行委員会に出て
くれる人が少ない。●高齢者は若い人に声をかけることに躊躇してしまう
が、若い人は声をかけてもらいたいと思っている人もいる。
「変えたいこと」「残したいこと」「新しくやりたいこと」のアイディア
●若い人に出席してもらうため、イベントを日曜日にしてほしい。●後継
者世代からイベントがあるからよい。初めは家族ぐるみのイベント参加か
らつながり、続けることが大事。●イベントの参加費を分会から補助する。
その他
●いろいろなイベントがあってありがたい。●シニアも大事にしてくれている。
●人とのつながりが大事。無理強いは禁物。●何でもしてあげてはいけない
と思う。例えば書類の配布など、届けるのではなく取りにきてもらうように。

座長・菅原　正樹　書記・村越　千秋

第８分散会第８分散会
「各分会での後継者不足の実情」
●若人は出てこない。保険のためだけに加入している。各イベントに参
加要請しているが、都合がつかないと言われる。強くいって辞められると
困る。●若い人は金銭より「休み」が欲しい。●「活動に参加して下さい」
が入り口では義務感が漂いがち。
「変えたいこと」「残したいこと」「新しくやりたいこと」のアイディア
●ＢＢＱやナツコ、バスハイクなど老若男女がある程度集まるイベントで
40～50代に積極的に役員へ勧誘する。●子供のスポーツや習い事のイ
ベントには積極的に参加する若い親が多いので『東京土建品川支部杯』
の野球やサッカー大会を企画する。

座長・石塚　良美　書記・佐藤　健

第９分散会第９分散会 座長・石井　伸弥　書記・赤川　拓郎

第４分散会第４分散会
「変えたいこと」「残したいこと」「新しくやりたいこと」のアイディア
●チラシでのお知らせを減らして、ＳＮＳで知らせる。●イベントで若い
人を口説く●50代～60代をターゲットにするのもいいかもしれない。
●分会で１人～２人をターゲットにする。

座長・佐藤　博信　書記・松本　利弘

第５分散会第５分散会
「各分会での後継者不足の実情」
●アンケートをしたが60件中29件の回答があった。回答結果として
…【10年後だったら役員をやってもいい２名・１５年後だったら役員を
やってもいい１名】●役員後継者を増やすよう努力しているが難しい。
住宅デー等に参加を呼びかけている。●建設業（職人）が少なくなっ
ていく。若い人たちにどう伝えていくか。●拡大訪問で、「役員になる
となんでこんなことまでやらないといけないの？」とよく言われる。
「変えたいこと」「残したいこと」「新しくやりたいこと」のアイディア
●若い人たちに分かりやすい言葉、表現をした方がよい。労働組
合の行動等の表現が堅い感じがする。●若い職人にはやさしく、細
かく、1～１０まで教えることが大事。

座長・津田　光久　書記・竪元　秀幸

第６分散会第６分散会
「各分会での後継者不足の実情」
●引落しのため、資料を群長が配っている。集まる場所を決めた
方が良いのでは？●名簿には若い人がいるが出てこない。●住宅デ
ーでも若い人は出てこない。（前は若い人も出ていた）
「変えたいこと」「残したいこと」「新しくやりたいこと」のアイディア
●住宅デーに新しくピザ窯を出店してくれるので、若い層にアピー
ルしたい。●バスハイクよりＢＢＱの方が良い。（人が集まる）●今ま
での組合から脱却し、組合を変える必要がある。

座長・河崎　弘樹　書記・松井　広仲
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に
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・
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敬
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第３分散会の様子

合言葉は「チャレ・ミ！」

常に受診率トップの八丈島分会

他組合の経験を学ぶ

～次世代と共に歩む組織づくり～

第１分散会の様子

　　

退
任
の
挨
拶
を
す
る
大
橋
さ
ん

第９分散会の様子

八丈島分会集団健康診断開催

今年も特定健診受診率
全分会トップを目指して！
今年も特定健診受診率
全分会トップを目指して！

10年後の品川支部を語ろう10年後の品川支部を語ろう10年後の品川支部を語ろう10年後の品川支部を語ろう
※紙面の都合上、全ての意見を掲載する
　ことが出来ないことをご了承下さい。
※紙面の都合上、全ての意見を掲載する
　ことが出来ないことをご了承下さい。

【退任役員一覧】
大井分会
　大橋さと子さん
二葉分会
　飯村　秀治さん
旗中分会
　竪元　秀幸さん

豊
越
分
会
・
分
会
長

　
　  

松
井
　広
仲

　
こ
の
た
び
初
め
て
分
会
長

を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
正
直
「
自
分
で
大
丈
夫

か
な
」
と
少
し
困
惑
し
て
お

り
ま
す
。

　
で
す
が
、
せ
っ
か
く
任
せ

て
い
た
だ
い
た
か
ら
に
は
、

明
る
く
・
楽
し
く
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
時
代
に
合

わ
せ
て
、
た
ま
り
が
ち
な
紙

資
料
と
は
少
し
ず
つ
距
離
を

置
き
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を

進
め
て
い
く
こ
と
を
発
信
し

て
い
こ
う
か
な
と
。

　
ま
た
、
ま
ず
は
自
分
自
身

が
で
き
る
だ
け
多
く
の
会
合

や
行
事
に
顔
を
出
し
、
皆
さ

ん
に
「
ま
た
来
た
ね
」
と
言

わ
れ
る
く
ら
い
参
加
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

吉川さん（二葉）

新
役
員
の
抱
負

「
ま
た
来
た
ね
」と

言
わ
れ
る
く
ら
い

「
ま
た
来
た
ね
」と

言
わ
れ
る
く
ら
い

「
ま
た
来
た
ね
」と

言
わ
れ
る
く
ら
い

「
ま
た
来
た
ね
」と

言
わ
れ
る
く
ら
い

二
葉
分
会
・
分
会
長

　
　
　吉
川
　誠
豪

賃
上
げ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
成
功
さ
せ
よ
う
！

賃
上
げ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
成
功
さ
せ
よ
う
！
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全
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一
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金
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動
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ホ
テ
ル
に
て
、
優
雅
な
ひ
と

と
き
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
席
に
着
く
と
、
ロ
ー
ズ
色

の
ウ
ェ
ル
カ
ム
ド
リ
ン
ク
が

振
る
舞
わ
れ
、
続
い
て
二
段

の
可
愛
ら
し
い
ス
タ
ン
ド
が

運
ば
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

上
段
に
は
色
と
り
ど
り
の
ス

イ
ー
ツ
、
下
段
に
は
シ
ー
フ

ー
ド
や
生
ハ
ム
の
お
料
理
が

美
し
く
盛
り
付
け
ら
れ
、
そ

の
華
や
か
さ
に
気
分
も
高
ま

り
ま
し
た
。

　
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な

メ
ニ
ュ
ー
は
、
一
品
一
品
丁

寧
に
作
ら
れ
、
見
事
に
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
可
愛
ら
し
さ
だ
け
で
な

く
、
お
味
も
素
晴
ら
し
く
、

目
で
も
舌
で
も
存
分
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
じ
テ
ー
ブ
ル
の

皆
様
と
も
自
然
と
会
話
が
弾

み
、
様
々
な
お
話
を
伺
う
こ

と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
素
敵
な
機
会

を
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
次
回
は
、
ぜ
ひ
母
も
一
緒

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
け
た

ら
嬉
し
い
で
す
。

　
今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
品
一
品
丁
寧
に

　
日
頃
よ
り
、
主
人
を
通
じ

て
、
品
川
支
部
の
皆
様
に
は

大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
今
回
は
２
度
目
の
参
加
と

な
り
、
主
婦
の
会
の
皆
様
と

の
再
会
に
加
え
、
私
に
と
っ

て
、
初
め
て
の
ア
フ
タ
ヌ
ー

ン
テ
ィ
ー
で
も
あ
り
ま
し
た

の
で
、
参
加
前
か
ら
娘
と
と

も
に
、
大
変
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
し
た
。

　
雨
天
が
続
い
て

お
り
ま
し
た
が
、

当
日
は
桜
が
満
開

の
晴
天
に
恵
ま
れ
、

眺
望
の
素
晴
ら
し

い
品
川
プ
リ
ン
ス

目
で
も
楽
し
む

　優
雅
な
ひ
と
時

　
こ
の
た
び
は
東
京
土
建
品

川
支
部
「
さ
つ
き
の
会
」
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
家
族
も
同
伴
さ
せ
て
い
た

だ
け
る
と
の
こ
と
で
、
妹
と

と
も
に
参
加
で
き
ま
し
た
こ

と
も
大
変
嬉
し
く
、
思
い
出

深
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

　「
さ
つ
き
の
会
」
は
初
め

て
の
参
加
で
緊
張
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
皆
様
が
気
さ
く

に
話
し
か
け
て
下
さ
り
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
安
心

し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
普
段
あ
ま
り
知
る
こ

と
の
な
い
お
話
も
伺
う
こ
と

が
で
き
、
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
飲
み
放
題
で
様
々

な
フ
レ
ー
バ
ー
の
紅
茶
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
、
普
段
あ

ま
り
飲
む
機
会
の
な
い
種
類

も
試
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

紅
茶
の
知
識
を
深
め
る
こ
と

も
で
き
、
楽
し
い

体
験
と
な
り
ま
し

た
。

　
品
川
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
の
ア
フ
タ

ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
は
、

華
や
か
な
見
た
目

と
、
上
品
な
お
味

が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。
色
と
り

ど
り
の
可
愛
ら
し

い
ス
イ
ー
ツ
は
、

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧

に
作
ら
れ
て
い
て
、

目
で
も
楽
し
む
こ

と
が
で
き
、
優
雅

な
ひ
と
時
を
過
ご

親
睦
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
企
画
・
運
営
、
そ
し
て
当

日
お
世
話
下
さ
っ
た
皆
様
に
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
役
員
の
選
出
は
提
案
通
り

承
認
さ
れ
、続
く
第
２
部「
懇

親
会
」
は
、
中
澤
さ
ん
の
乾

杯
で
ス
タ
ー
ト
し
、
ア
ル
コ

ー
ル
も
入
り
な
が
ら
昼
食
を

食
べ
、
交
流
を
深
め
、
最
後

に
高
柳
さ
ん
の
三
本
締
め
に

て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

や
は
り
職
人
は

丈
夫
じ
ゃ
な
き
ゃ

　
春
う
ら
ら
か
な
、
３
月
29

日
（
日
）
中
小
企
業
セ
ン
タ

ー
で
、
シ
ニ
ア
品
川
総
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
43
人
の
出
席
（※

役
員
は

除
く
）
で
、
ち
ょ
っ
と
少
な

い
人
数
だ
と
思
い
ま
し
た
が
、

知
っ
た
顔
ば
か
り
で
、
和
気

あ
い
あ
い
進
み
ま
し
た
。

　
途
中
「
歩
け
る
体
を
目
指

し
て
い
こ
う
」
を
合
言
葉
に
、

保
健
師
の
高
橋
彩
さ
ん
に
よ

る
『
ロ
コ
モ
体
操
』
を
は
さ

ん
で
、
書
記
局
よ
り
、
今
日

の
参
加
者
に
90
代
の
シ
ニ
ア

が
５
人
参
加
し
て
い
る
と
報

告
が
あ
り
、
最
高
齢
の
臼
庭

さ
ん
が
紹
介
さ
れ
、
や
っ
ぱ

り
職
人
は
丈
夫
じ
ゃ
な
き
ゃ

と
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
懇
親
会
を
三
本
締

め
で
締
め
、
団
結
を
示
し
て
、

散
会
と
な
り
ま
し
た
。

ア
ル
コ
ー
ル
も

　入
り
な
が
ら

　
第
23
回
シ
ニ
ア
品
川
総
会

を
、
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
に

て
３
月
29
日
午
前
10
時
か
ら

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
西
会
長
の
挨
拶
か
ら
始

ま
り
、
議
長
に
山
口
事
務
局

長
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
健
康
教
室
と

し
て
「
健
康
に
過
ご
す
た
め

に
日
頃
か
ら
出
来
る
こ
と
」

を
、全
日
本
労
働
福
祉
協
会
・

保
健
師
・
高
橋
彩
さ
ん
の
お

話
が
あ
り
、
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
が
真
剣
に
聞
き
入
っ
て

い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
が
楽
し
み
で
す
。

「
地
上
波
の
テ
レ
ビ
番
組
」。

私
が
子
供
の
頃
に
楽
し
み
に

し
て
い
た
テ
レ
ビ
番
組
と
言

え
ば
【
８
時
だ
よ
！
全
員
集

合
！
】や【
欽
ド
ン
】。
親
に

怒
ら
れ
る
か
ら
、
寝
た
ふ
り

を
し
て
コ
ソ
っ
と
見
て
い
た

【
11
Ｐ
Ｍ
】。
少
し
大
人
に
な

　
最
近
あ
ち
こ
ち
で
よ
く
聞

く
単
語
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
」。

　
こ
の
単
語
の
お
か
げ
で
す

っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

っ
て
か
ら
は
【
オ
レ
た
ち
ひ

ょ
う
き
ん
族
】
や
【
志
村
け

ん
の
バ
カ
殿
】
等
の
、
お
笑

い
番
組
で
し
た
。

　
今
は
こ
れ
ら
の
番
組
を
地

上
波
で
放
送
で
き
る
の
は

【
欽
ド
ン
】
く
ら
い
で
、
あ

と
の
番
組
は
、
ほ
ぼ
「
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
違
反
で
放

送
で
き
な
い
と
聞
き
ま
し
た
。

メ
ガ
ホ
ン
や
、
ハ
リ
セ
ン

で
人
の
頭
を
バ
ン
バ
ン
叩
く
。

コ
ン
ト
の
エ
キ
ス
ト
ラ
に
上

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」

半
身
裸
の
女
性
（※

こ
れ
も

ス
ト
レ
ー
ト
に
書
け
な
い
。）

【
11
Ｐ
Ｍ
】
な
ん
て…

　
夕
食
後
、
時
々
地
上
波
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
色
々
変
え
て

も
、
大
体
が
芸
能
人
に
よ
る

ク
イ
ズ
番
組
。
バ
ス
や
徒
歩

で
の
食
べ
歩
き
等
の
、
ち
ょ

っ
と
し
た
旅
番
組
。

　
す
っ
か
り
テ
レ
ビ
を
見
な

が
ら
家
族
で
笑
う
な
ん
て
こ

事
が
、
日
本
の
家
庭
か
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。
実
際
息
子

の
家
庭
は
、
一
切
地
上
波
は

見
な
い
そ
う
で
す
。

　
理
由
は
一
つ
。「
面
白
く

な
い
」。
テ
レ
ビ
は
置
い
て

あ
り
ま
す
が
、
孫
達
の
テ
レ

ビ
ゲ
ー
ム
や
、Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
用
だ
そ
う
で
す
。

　
ま
た
【
オ
レ
た
ち
ひ
ょ
う

き
ん
族
】
の
様
な
、
腹
を
抱

え
て
笑
え
る

テ
レ
ビ
番
組

が
見
た
い
で

す
ね
。

　
今
ま
で
何
度
と
な
く
紹
介

し
て
き
た
目
黒
区
と
の
区
界

に
あ
る
「
都
立
林
試
の
森
公

園
」
で
す
が
、
公
園
の
周
り

の
様
子
が
変
わ
っ
て
き
た
の

で
、
紹
介
し
ま
す
。

　
林
試
の
森
公
園
は
、
１
９

０
０
年
、
目
黒
試
験
苗
園
と

し
て
ス
タ
ー
ト
。
平
成
元
年

に
都
立
林
試
の
森
公
園
と
し

て
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
そ
の
西
側
に
は
財
務
省
小

山
台
住
宅
が
６
棟
、
１
９
７

０
年
代
半
ば
か
ら
２
０
１
５

年
ま
で
国
家
公
務
員
宿
舎
と

し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
建
物
は
解
体
さ
れ
ず
、
何

棟
か
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、

去
年
ぐ
ら
い
か
ら
工
事
が
進

み
、
今
で
は
６
棟
全
て
が
解

体
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
跡
地
は
、
地
震
災
害
時
の

防
災
機
能
の
充
実
と
強
化
、

多
様
な
生
物
の
生
息
と
な
る

緑
の
拠
点
と
な
る
よ
う
目
標

を
定
め
計
画
し

て
い
く
と
、
東

京
都
が
発
表
し

て
い
ま
す
。

　
計
画
で
は
３

つ
の
ゾ
ー
ン
に

分
け
て
開
発
を

その 229

品
川
の
公
園

変
わ
り
ゆ
く「
林
試
の
森
公
園
」

変
わ
り
ゆ
く「
林
試
の
森
公
園
」

進
め
て
い
く
と
し
、
緑
ふ
れ

あ
い
ゾ
ー
ン
に
は
、
自
然
観

察
が
出
来
る
よ
う
な
広
場
が

で
き
、
交
流
ゾ
ー
ン
に
は
ジ

ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
等
の
既
存
施

設
一
体
的
利
用
を
進
め
る
拠

点
施
設
が
で
き
、
一
部
荏
原

消
防
署
小
山
出
張
所
、
社
会

福
祉
施
設
が
建
設
予
定
で
す
。

　
羅
漢
寺
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ゾ

ー
ン
は
側
に
あ
る
、
小
山
台

公
園
を
つ
な
ぐ
エ
リ
ア
と
し

て
開
発
さ
れ
る
み
た
い
で
す
。

　
先
日
、
大
井
町
ト
ラ
ッ
ク

ス
が
開
業
し
ま
し
た
が
、
品

川
区
も
色
々
な
場
所
で
開
発

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
古
く

か
ら
あ
る
良
い
と
こ
ろ
は
残

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

さつきの会「春のお茶会」さつきの会「春のお茶会」

小
山
分
会

　
　石
塚
　良
美

工事が進む「林試の森公園」

ベテランから若手まで39名が参加！

彩り鮮やかなスイーツ

高
橋
保
健
師
よ
り
講
義
を
受
け
る

小
山
分
会

　
　久
保
　貴
世

支
部
分
会

　
　秋
和
紫
衣
奈

品
川
分
会

　
　小
野
塚
龍
太
郎

シ
ニ
ア
品
川
総
会
開
催

第
23
回

シ
ニ
ア
品
川
副
会
長

　阿
部
タ
ミ
子

後
地
分
会

　
　佐
布
　繁
男

こ
れ
か
ら
も

健
康
に
過
ご
す
た
め
に
！

健
康
に
過
ご
す
た
め
に
！

健
康
に
過
ご
す
た
め
に
！

健
康
に
過
ご
す
た
め
に
！

第２２２０号２０２６年５月１日 （４）


